
地域資源や地域特性を活かした特色のあるまちづくりを推進するため「地域の力（考え）で地域を
育てる」地域まちづくりをすすめています。市内各地域の地域まちづくり活動団体によって取り
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地まち団体紹介
名 駅 東 花 車 ・ 船 入 地 区 ま ち づ く り の 会

地域の取組み
あ つ た 宮 宿 会

まちづくりびと 登録第一号
小川 明 さん

Ｑ まちづくりに取組んできた中でうれしかったこと
Ａ ご縁です。老若男女多くの方々と出会い、教えを受けました。
Ｑ これから取組みたいと考えていること
Ａ これからの若い方の邪魔をしない。色々なしがらみからうまくひい

ていく。
Ｑ 最後にひとこと
Ａ 全てに感謝です！

まちで「ちょっとやってみた」ことをテーマに
まちづくりトークショーを開催します。
名古屋市内だけでなく、一宮市・安城市からも

ゲストを招いて、熱い想いをお話しいただきます
各地域の活動事例から、あなたのまちでできる、
まちづくりの小さな一歩が見つかるかも！

終了後は参加者間の交流会も予定しています。

公益財団法人 名古屋まちづくり公社 |  |           
名古屋都市センター調査課 まちづくり支援班 清水・横畑・立川・三井・松井
https://www.nup.or.jp/nui/ ✉｜chimachi@nup.or.jp ☎｜052-678-2214 

9月3日（土）花車ビル南館内の芳陵会館に
てまちづくり勉強会が開催されました。

講師に藤森幹人氏を招き、花車ビル三館の
関係者や、住人の方々など、地域と縁のある
様々な立場の方が参加されました。

昨年度行った地域アンケートの調査結果を
ふまえ、地域の現状や課題を確認したり、地
域の将来像を話し合う場となりました。

都市センター「まちづくりびと」の小川明さんは、H17年第一回
まちづくりびと講座を受講され、まちづくりびと登録第一号に。
その後都市センターの市民研究員も務められました。都市計画を行
う会社で、農村エリアを担当されていた小川さんは、当時の仕事を
「むらづくり」だと語ります。すっかり農村に魅了され、定年後は
豊田に移り、農業をされたのだとか。仕事で様々な人と接したり、
地域の方と交流した経験を教えていただきました。現在は天白区で
市認知症予防リーダーとして活動されています。どこでも誰とでも
打ち解けられる小川さんの温かい性格が伝わってくる取材でした。

3年ぶりに、企画展「まちづくり広場・東海
2022」が開催されます。「地域主体のまちづく
り」をテーマに、東海エリアの地域や行政のまち
づくり活動事例をパネル展にてご紹介します。

日時：11月1日（火）～13日（日）
10:00~18:00火～金 ※月曜休館
10:00~17:00土・日・祝

会場：都市ｾﾝﾀｰ 11階まちづくり広場

※主催 （一社）日本建築学会東海支部
都市計画委員会

共催 名古屋都市センター
※詳細は添付のチラシをご覧ください。

（★要申込）
日時：11月3日（木・祝）13:30～16:00
会場：都市ｾﾝﾀｰ 11階ホール 参加費：無料
お申込みは二次元コード（右）から
お願いします。
※詳細は添付のチラシをご覧ください。

グループワークでは、地域の安全面や防災
についての話に始まり、山車や歴史をアピー
ルしたいといった前向きな話題を中心に盛り
上がりました。

10月には地域内
の交流も兼ねたイ
ベント「花ぐるマ
ルシェ」も開催さ
れます！

当日の様子▼当日の様子▼
10月1日から、熱田を舞
台にまちづくりびと講座
も始まります!!

9月1日（木）、あつた宮宿会が行う「あつ
た朔日市」におじゃましてきました。この日
は、朝から雨が降ったり止んだり。にもかか
わらず、熱田神宮参道は、市を楽しむ人々で
賑わっていました。熱田の様々な「名店」が
出店し、ここでしか味わえないメニューも。

まだまだ暑さの残る今月、訪れた人は参道
に設置されたテーブルで、飲食してくつろい
でいました。熱田の魅力を発信し、盛り上げ
るため、団体メンバーのみなさんが力を合わ
せている様子が頼もしく感じる活動でした。

。


